
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　前記自発光型ディスプレイがカラー表示型ディスプレイであるときに前記設定値として
設定値１、該設定値１よりも低い設定値２及び該設定値２よりも低い設定値３を設け、電
池残量の検出値が前記設定値１を超えるか或いは前記設定値２を超えて設定値１以下であ
るか或いは前記設定値３を超えて前記設定値２以下であるか或いは設定値３以下であるか
を比較して電池残量レベルを判定し、電池残量が前記設定値２を超えて設定値１以下とな
ったときに画素のＲＧＢのうちいずれか一つを非灯とする駆動信号に切換え、次に電池残
量が前記設定値３を超えて前記設定値２以下となったときに駆動中の残り二つのＲＧＢの
うちいずれか一つを非灯とする駆動信号に切換え、次に電池残量が前記設定値３以下とな
ったときに駆動中の残り一つのＲＧＢを非灯として画素の駆動を停止させる駆動信号に切
換えることにより、前記電池残量レベルが低下するにつれて前記自発光型ディスプレイの
表示を段階的に減色させることを特徴とする自発光型ディスプレイの駆動方法。
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有機ＥＬディスプレイ、無機ＥＬディスプレイ等の自発光型ディスプレイを備えたバッ
テリ駆動式の情報表示装置の自発光型ディスプレイの駆動方法において、前記情報表示装
置を駆動するバッテリの電池残量の基準となる設定値を少なくとも二個以上設け、電池残
量の検出値と前記設定値との大小関係を比較して電池残量レベルを判定し、前記自発光型
ディスプレイの画素若しくは該画素のＲ（赤）Ｇ（緑）Ｂ（青）を前記電池残量レベルが
低下するにつれて段階的に間引くように非灯とする駆動信号に切換えて間引き表示モード
とし、



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、バッテリで駆動する携帯端末、ハンディ式パーソナルコンピュータ等の情報端
末の有機ＥＬディスプレイ、無機ＥＬディスプレイ等の自発光型ディスプレイを設けた情
報表示装置における自発光型ディスプレイの駆動方法とそのバッテリ駆動式情報表示装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、バッテリ駆動式の情報表示装置において、電池残量を知らせるための手段としてバ
ッテリの電池残量が低下した場合に、電池マークを空表示にして点灯させたり、「電池残
量低下」等の文字を表示させたり、又はＬＥＤの点灯状態を変えて、ユーザーに知らせる
方法が一般的であり、その後一定時間後に強制的に電池をオフ（ｏｆｆ）にするような方
法が採られていた。
【０００３】
また、バッテリ駆動式の情報表示装置では、駆動時間をできるだけ長くすることが求めら
れており、そのディスプレイの駆動の際は省電力機構を備えることが多い。
【０００４】
これらの省電力の要望に対して、ユーザーにバッテリの電池残量を伝えるための手段や省
電力機構を備えた情報表示装置がいくつか提案されている。このような情報表示装置とし
て、バッテリの省電力化のために表示内容をユーザーに対して見やすく提示する必要が必
ずしもない状況にある場合にディスプレイのバックライトの輝度を調整することが可能な
情報処理装置（例えば特許文献１を参照。）、バッテリの電池残量が所定残量となったと
きにディスプレイの輝度を調整して省電力動作を行なう携帯型電話機（例えば特許文献２
、特許文献３、特許文献４を参照。）、バッテリの電池残量が所定残量となったときにデ
ィスプレイに表示される画像を縮小表示する制御手段を備えた撮像装置（例えば特許文献
４を参照。）等が開示されている。
【特許文献１】
特開２００１－１５４６４２号公報、請求項３
【特許文献２】
特開平９－２５２３４２号公報、請求項９
【特許文献３】
特開平１０－２３４０７９号公報、請求項１
【特許文献４】
特開平１１－１８７２９０号公報、請求項１～４
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ユーザーは上記従来の手法により電池残量が表示されるので、突然電源がオフとなること
は承知しているものの困惑するのが通常であった。したがって、ユーザーに電池残量に応
じて段階的に電池残量を把握させることができ、しかも電池残量が少なくなった場合でも
それ以降より長く駆動し得る情報表示装置が求められていた。そこで本発明の目的は、（
１）情報表示装置において突然電源をオフとすることなく、電池残量に応じて段階的にユ
ーザーに電池残量を把握させること及び（２）電池残量が少なくなった場合には省電力モ
ード表示に切換えて消費電力を抑えてそれ以降の駆動時間の延長をはかること、の 2つを
同時に達成することが可能な自発光型ディスプレイの駆動方法を提供することである。
【０００６】
ここで自発光型ディスプレイとは、プラズマディスプレイ、有機ＥＬ（エレクトロルミネ
ッセンス）ディスプレイ、無機ＥＬディスプレイ、フィールドエミッションディスプレイ
、発光ダイオードディスプレイ、蛍光表示管ディスプレイを指す。
【０００７】
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自発光型ディスプレイ、例えば有機ＥＬディスプレイは、自発光素子であり、各表示画素
に流れる信号電流に比例した発光輝度で点灯する。本発明では、点灯する画素を間引きす
ることでディスプレイパネルの消費電力を減少させることを目的とする。ここで本発明で
は点灯画素の間引き方法について、電池残量の低下をユーザーに段階的且つ容易に知らせ
ることができるディスプレイの駆動方法を提供することを目的とし、これによりユーザー
に電源オフにしても良い状態に移行させる時間の余裕を与えることが期待できる。また本
発明では段階的に表示画素を間引きすることによって、最低限の操作性（内容表示）を確
保しつつ、最大級の使用時間を確保できる駆動方法を提供することを目的とする。
【０００８】
本発明の目的は、カラーディスプレイ、モノクロディスプレイのそれぞれについて画素の
最適な間引き方法を提供することを目的とする。
【０００９】
さらに本発明の目的は、画素の最適な間引き方法を行なうことが可能なバッテリ駆動式の
情報表示装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するための表示画素の間引き方法は次の通りである。すなわち本発明
に係る自発光型ディスプレイの駆動方法は、有機ＥＬディスプレイ、無機ＥＬディスプレ
イ等の自発光型ディスプレイを備えたバッテリ駆動式の情報表示装置の

において、前記情報表示装置を駆動するバッテリの電池残量の基準となる
設定値を少なくとも二個以上設け、電池残量の検出値と前記設定値との大小関係を比較し
て電池残量レベルを判定し、前記自発光型ディスプレイの画素若しくは該画素のＲ（赤）
Ｇ（緑）Ｂ（青）を前記電池残量レベルが低下するにつれて段階的に間引くように非灯と
する駆動信号に切換えて間引き表示モード
【００１１】
　前記自発光型ディスプレイがカラー表示型ディスプレイであるときに前記設定値として
設定値１、該設定値１よりも低い設定値２及び該設定値２よりも低い設定値３を設け、電
池残量の検出値が前記設定値１を超えるか或いは前記設定値２を超えて設定値１以下であ
るか或いは前記設定値３を超えて前記設定値２以下であるか或いは設定値３以下であるか
を比較して電池残量レベルを判定し、電池残量が前記設定値２を超えて設定値１以下とな
ったときに画素のＲＧＢのうちいずれか一つを非灯とする駆動信号に切換え、次に電池残
量が前記設定値３を超えて前記設定値２以下となったときに駆動中の残り二つのＲＧＢの
うちいずれか一つを非灯とする駆動信号に切換え、次に電池残量が前記設定値３以下とな
ったときに駆動中の残り一つのＲＧＢを非灯として画素の駆動を停止させる駆動信号に切
換えることにより、前記電池残量レベルが低下するにつれて前記自発光型ディスプレイの
表示を段階的に減色させる
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下本発明について実施の形態を示して詳細に説明するが本発明はこれらの記載に限定し
て解釈されない。
【００１５】
まず、図１に本発明の実施形態に係るバッテリ駆動式情報表示装置の一形態の要部の構成
を示すブロック図を示した。本発明に係るバッテリ駆動式情報表示装置は、自発光型ディ
スプレイ３０を備え、情報表示装置を駆動するバッテリ２１の電池残量を検出する電池残
量検出回路２３と、自発光型ディスプレイ３０の画素３３ごと若しくは画素３３のＲＧＢ
ごとに発光輝度を調整する輝度調整部２６と、電池残量検出回路２３で検出した電池残量
の検出値と段階的に少なくとも二個以上設けた電池残量の基準である設定値２８との大小
関係を比較して電池残量レベルを判定し、電池残量レベルが低下するにつれて自発光型デ
ィスプレイ３０の画素３３若しくは画素３３のＲＧＢを段階的に間引いて非灯とするよう
に輝度調整部２６を制御する制御部２５とを備えることを特徴とする。
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自発光型ディスプ
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とし、

。



【００１６】
バッテリ２１は、情報表示装置を駆動するための電力源であり、ニッケル水素バッテリ、
リチウムイオンバッテリ等が例示できる。バッテリは情報表示装置の電源２２に接続され
、電力供給を行なう。なお、充電及び非常時電力供給のために、電源２２はＡＣ電源と接
続可能とすることが好ましい。
【００１７】
電池残量検出回路２３は、ＣＰＵ２４の指令に基づいてバッテリ２１の電池残量を検出し
、そのデータをＣＰＵ２４にフィードバックする。ＣＰＵ２４は、メモリ２７とつながっ
ており、メモリ２７には電池残量の設定値データ２８、画像表示制御プログラム２９等が
格納されている。電池残量の設定値データ２８として、バッテリ２１の電池残量の基準と
なる設定値を段階的に少なくとも二個以上設ける。図２に駆動時間とバッテリ電圧との関
係を概念的にグラフとして示した。図２に示すように、電池残量の基準となる設定値は、
Ｖ 1（駆動時間ｔ１）、Ｖ２（駆動時間ｔ２）、・・・、Ｖｎ（駆動時間ｔｎ）のように
、バッテリ電圧の値を設定値として用いてよい。ここでｎは設ける設定値の個数であり、
ｎが大きいほどきめ細かに段階的な表示を可能とする。
【００１８】
画像表示制御プログラム２９は、後述する本発明に係る自発光型ディスプレイの駆動方法
を実現するためのプログラムであり、この画像表示制御プログラム２９に従って、ＣＰＵ
２４が電池残量の検出値と設定値との大小関係を比較し、電池残量レベルを判定する。そ
して画像表示制御プログラム２９にしたがって、この電池残量レベルに応じてＣＰＵ２４
が制御部２５にディスプレイの輝度調節を行なうように指令を出す。
【００１９】
自発光型ディスプレイ３０は、前述した通り、プラズマディスプレイ、有機ＥＬディスプ
レイ、無機ＥＬディスプレイ、フィールドエミッションディスプレイ、発光ダイオードデ
ィスプレイ、蛍光表示管ディスプレイを指し、各画素３３に流れる信号電流に比例した発
光輝度で点灯する。各画素３３は例えば図６に示すように走査線側の電極１１上且つ信号
線側の電極１０上に２次元的に配列される。すなわち画素３３は、走査線側に配列した画
素３１と信号線側に配列した画素３２とからなる。そして、走査線側の電極に流す電流と
信号線に流す電流とによって画素ごとの発光輝度の調整が輝度調整部２６により制御可能
である。なお、カラーディスプレイの場合は各画素をＲＧＢの三原色のドット（絵素）に
より構成する。例えば図４に示すように走査線側の電極１１上と信号線側の電極１０上に
Ｒ、Ｇ、Ｂの何れかのドットを隣接するように２次元的に配置する。図４の場合は、走査
線側にＲＢＧを順次配列している。このＲＧＢのドットを１セットとして画素が構成され
る。
【００２０】
電池残量レベルに応じてＣＰＵ２４が制御部２５にディスプレイの輝度調節を行なうよう
に輝度調節部に指令を出し、輝度調整部２６の動作により、各画素の点灯、非灯が行なわ
れる。
【００２１】
次に本発明に係る自発光型ディスプレイの駆動方法について説明する。
（第１の実施形態）
ＲＧＢのドットを有するカラー表示有機ＥＬディスプレイにおける駆動方法を図３及び図
４を参照して説明する。
【００２２】
まず、バッテリの電池残量の設定値として設定値１、設定値１よりも低い設定値２及び設
定値２よりも低い設定値３を設ける。電源オン操作受付（４１）により、情報表示装置が
稼動し、ディスプレイの各画素が点灯状態となる。電池残量検出回路によりバッテリ電圧
を検出（４２）し、電池残量の設定値１との比較（４３）を行なう。電池残量が設定値１
を超えていると判定したとき（４４）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を
検出（４２）する。ディスプレイの表示は図４（ａ）に示す如く、全てのＲＧＢが点灯状
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態となっている。このルーチンを繰り返すこととなるが、情報表示装置を稼動するとバッ
テリの電池残量が低下していく。そして電池残量が設定値２を超えて設定値１以下となっ
たときに（４４）、画素のＲＧＢのうちいずれか一つ、例えばＲを非灯とする駆動信号に
切換える（４５）。ディスプレイの表示は、例えば図４（ｂ）に示す如く、信号線側の電
極上にあるＲのドットが消灯状態となるように間引きされて表示される。
【００２３】
次に電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（４６）し、電池残量の設定値２との比
較（４７）を行なう。電池残量が設定値２を超えて設定値１以下であると判定したとき（
４８）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（４６）する。このルーチ
ンを繰り返す。そして電池残量が設定値３を超えて設定値２以下となったときに（４８）
、駆動中の残り二つのＲＧＢのうちいずれか一つ、例えばＢを非灯とする駆動信号に切換
える（４９）。ディスプレイの表示は、例えば図４（ｃ）に示す如く、信号線側の電極上
にあるＲ及びＢのドットが消灯状態となるように間引きされて表示される。
【００２４】
さらに電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（５０）し、電池残量の設定値３との
比較（５１）を行なう。電池残量が設定値３を超えて設定値２以下であると判定したとき
（５２）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（５０）する。このルー
チンを繰り返す。そして電池残量が設定値３以下となったときに（５２）、駆動中の残り
一つのＲＧＢ、例えばＧを非灯として画素の駆動を停止させる駆動信号に切換える（５３
）。この段階でディスプレイの表示は、図４（ｄ）に示す如く、画素のＲＧＢは全て非灯
となる。この段階までにユーザーは装置の停止操作を行なうこととなる。
【００２５】
このように電池残量レベルが低下するにつれて自発光型ディスプレイの表示を段階的に減
色させることで、電池残量の低下をユーザーに段階的且つ容易に知らせることができる。
また、段階的に減色させることで、最低限の操作性（内容表示）を確保しつつ、減色に伴
い消費電力を少なくして装置の使用時間の延長を図ることができる。
【００２６】
本発明ではＲＧＢのいずれの順にでも非灯としても良いが、本実施形態のようにＲ，Ｂ，
Ｇの順に非灯とすることが好ましい。低分子タイプの有機ＥＬ素子の電流発光効率はＧ＞
Ｂ＞Ｒの順であることが多いので、この順番で非灯とすることにより最後まで発光輝度を
低下させず、視認性を確保することができる。パネル省電力化の観点からも発光効率の低
い色から消灯させることが有効である。
【００２７】
（第２の実施形態）
モノクロ表示有機ＥＬディスプレイにおける駆動方法を図５及び図６を参照して説明する
。
【００２８】
まず、バッテリの電池残量の設定値として設定値１、設定値１よりも低い設定値２及び設
定値２よりも低い設定値３を設ける。電源オン操作受付（５５）により、情報表示装置が
稼動し、ディスプレイの各画素が点灯状態となる。電池残量検出回路によりバッテリ電圧
を検出（５６）し、電池残量の設定値１との比較（５７）を行なう。電池残量が設定値１
を超えていると判定したとき（５８）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を
検出（５６）する。ディスプレイの表示は図６（ａ）に示す如く、全ての画素が点灯状態
となっている。このルーチンを繰り返すこととなるが、情報表示装置を稼動するとバッテ
リの電池残量が低下していく。そして電池残量が設定値２を超えて設定値１以下となった
ときに（５８）、ディスプレイの走査線方向に所定本おき、例えば２本おきに間引いて非
灯とする（５９）。ディスプレイの表示は、例えば図６（ｂ）に示す如く走査線方向に２
本おきに非灯状態となるように間引きされて表示される。
【００２９】
次に電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（６０）し、電池残量の設定値２との比
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較（６０）を行なう。電池残量が設定値２を超えて設定値１以下であると判定したとき（
６２）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（６０）する。このルーチ
ンを繰り返す。そして電池残量が設定値３を超えて設定値２以下となったときに（６２）
、ディスプレイの走査線方向に所定本おき、例えば１本おきとなるようにさらに間引いて
非灯とする（６３）。ディスプレイの表示は、例えば図６（ｃ）に示す如く走査線方向に
１本おきに非灯状態となるように間引きされて表示される。
【００３０】
さらに電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（６４）し、電池残量の設定値３との
比較（６５）を行なう。電池残量が設定値３を超えて設定値２以下であると判定したとき
（６６）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（６４）する。このルー
チンを繰り返す。そして電池残量が設定値３以下となったときに（６６）、全ての画素を
非灯とする（６７）。ディスプレイの表示は、図６（ｄ）に示す如く表示される。この段
階までにユーザーは装置の停止操作を行なうこととなる。
【００３１】
このように電池残量レベルが低下するにつれて自発光型ディスプレイの表示について走査
線方向の一連の画素の間隔を段階的に小さくすることで、電池残量の低下をユーザーに段
階的且つ容易に知らせることができる。また、段階的に走査線方向に画素を間引きさせる
ことで、最低限の操作性（内容表示）を確保しつつ、間引き表示に伴い消費電力を少なく
して装置の使用時間の延長を図ることができる。
【００３２】
（第３の実施形態）
モノクロ表示有機ＥＬディスプレイの別形態の駆動方法を図７及び図８を参照して説明す
る。
【００３３】
まず、バッテリの電池残量の設定値として設定値１、設定値１よりも低い設定値２及び設
定値２よりも低い設定値３を設ける。電源オン操作受付（６９）により、情報表示装置が
稼動し、ディスプレイの各画素が点灯状態となる。電池残量検出回路によりバッテリ電圧
を検出（７０）し、電池残量の設定値１との比較（７１）を行なう。電池残量が設定値１
を超えていると判定したとき（７２）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を
検出（７０）する。ディスプレイの表示は図８（ａ）に示す如く、全ての画素が点灯状態
となっている。このルーチンを繰り返すこととなるが、情報表示装置を稼動するとバッテ
リの電池残量が低下していく。そして電池残量が設定値２を超えて設定値１以下となった
ときに（７２）、ディスプレイの信号線方向に所定本おき、例えば４本おきに間引いて非
灯とする（７３）。ディスプレイの表示は、例えば図８（ｂ）に示す如く走査線方向に４
本おきに非灯状態となるように間引きされて表示される。
【００３４】
次に電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（７４）し、電池残量の設定値２との比
較（７５）を行なう。電池残量が設定値２を超えて設定値１以下であると判定したとき（
７６）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（７４）する。このルーチ
ンを繰り返す。そして電池残量が設定値３を超えて設定値２以下となったとき（７６）に
、ディスプレイの走査線方向に所定本おき、例えば２本おきとなるようにさらに間引いて
非灯とする（７７）。ディスプレイの表示は、例えば図８（ｃ）に示す如く走査線方向に
２本おきに非灯状態となるように間引きされて表示される。
【００３５】
さらに電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（７８）し、電池残量の設定値３との
比較（７９）を行なう。電池残量が設定値３を超えて設定値２以下であると判定したとき
（８０）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（７８）する。このルー
チンを繰り返す。そして電池残量が設定値３以下となったときに（８０）、全ての画素を
非灯とする（８１）。ディスプレイの表示は、図８（ｄ）に示す如く表示される。この段
階までにユーザーは装置の停止操作を行なうこととなる。
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【００３６】
このように電池残量レベルが低下するにつれて自発光型ディスプレイの表示について信号
線方向の一連の画素の間隔を段階的に小さくすることで、第２の実施形態と同様に電池残
量の低下をユーザーに段階的且つ容易に知らせることができ、最低限の操作性を確保しつ
つ、装置の使用時間の延長を図ることができる。
【００３７】
（第４の実施形態）
モノクロ表示有機ＥＬディスプレイの別形態の駆動方法を図９及び図１０を参照して説明
する。
【００３８】
まず、バッテリの電池残量の設定値として設定値１、設定値１よりも低い設定値２及び設
定値２よりも低い設定値３を設ける。電源オン操作受付（８２）により、情報表示装置が
稼動し、ディスプレイの各画素が点灯状態となる。電池残量検出回路によりバッテリ電圧
を検出（８３）し、電池残量の設定値１との比較（８４）を行なう。電池残量が設定値１
を超えていると判定したとき（８５）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を
検出（８３）する。ディスプレイの表示は図９（ａ）に示す如く、全ての画素が点灯状態
となっている。このルーチンを繰り返すこととなるが、情報表示装置を稼動するとバッテ
リの電池残量が低下していく。そして電池残量が設定値２を超えて設定値１以下となった
ときに（８５）、ディスプレイの走査線方向に所定本おき、例えば２本おきに、さらに信
号線方向に所定本おき、例えば２本おきに間引いて非灯とする（８６）。ディスプレイの
表示は、例えば図１０（ｂ）に示す如く走査線方向及び信号線方向に２本おきに非灯状態
となるように間引きされて表示される。
【００３９】
次に電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（８７）し、電池残量の設定値２との比
較（８８）を行なう。電池残量が設定値２を超えて設定値１以下であると判定したとき（
８９）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（８７）する。このルーチ
ンを繰り返す。そして電池残量が設定値３を超えて設定値２以下となったとき（８９）に
、ディスプレイの走査線方向に所定本おき、例えば１本おきに、さらに信号線方向に所定
本おき、例えば１本おきに間引いて非灯とする（９０）。ディスプレイの表示は、例えば
図１０（ｃ）に示す如く走査線方向及び信号線方向に１本おきに非灯状態となるように間
引きされて表示される。
【００４０】
さらに電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（９１）し、電池残量の設定値３との
比較（９２）を行なう。電池残量が設定値３を超えて設定値２以下であると判定したとき
（９３）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（９１）する。このルー
チンを繰り返す。そして電池残量が設定値３以下となったときに（９３）、全ての画素を
非灯とする（９４）。ディスプレイの表示は、図１０（ｄ）に示す如く表示される。この
段階までにユーザーは装置の停止操作を行なうこととなる。
【００４１】
このように電池残量レベルが低下するにつれて自発光型ディスプレイの表示について走査
線方向及び信号線方向の一連の画素の間隔を段階的に小さくすることで、第２、第３の実
施形態と同様に電池残量の低下をユーザーに段階的且つ容易に知らせることができ、最低
限の操作性を確保しつつ、装置の使用時間の延長を図ることができる。
【００４２】
（第５の実施形態）
モノクロ表示有機ＥＬディスプレイの別形態の駆動方法を図１１及び図１２を参照して説
明する。
【００４３】
まず、バッテリの電池残量の設定値として設定値１、設定値１よりも低い設定値２及び設
定値２よりも低い設定値３を設ける。電源オン操作受付（２０１）により、情報表示装置

10

20

30

40

50

(7) JP 3874351 B2 2007.1.31



が稼動し、ディスプレイの各画素が点灯状態となる。電池残量検出回路によりバッテリ電
圧を検出（２０２）し、電池残量の設定値１との比較（２０３）を行なう。電池残量が設
定値１を超えていると判定したとき（２０４）は、再度、電池残量検出回路によりバッテ
リ電圧を検出（２０２）する。ディスプレイの表示は図１２（ａ）に示す如く、全ての画
素が点灯状態となっている。このルーチンを繰り返すこととなるが、情報表示装置を稼動
するとバッテリの電池残量が低下していく。そして電池残量が設定値２を超えて設定値１
以下となったときに（２０４）、ディスプレイの走査線方向に所定本おき、例えば２本お
きに間引いて非灯とする（２０５）。ディスプレイの表示は、例えば図１２（ｂ）に示す
如く走査線方向に２本おきに非灯状態となるように間引きされて表示される。
【００４４】
次に電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（２０６）し、電池残量の設定値２との
比較（２０７）を行なう。電池残量が設定値２を超えて設定値１以下であると判定したと
き（２０８）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（２０６）する。こ
のルーチンを繰り返す。そして電池残量が設定値３を超えて設定値２以下となったとき（
２０８）に、ディスプレイの走査線方向に所定本おき、例えば２本おきに間引いて非灯と
し、さらに信号線方向に所定本おき、例えば２本おきに間引いて非灯とする（２０９）。
ディスプレイの表示は、例えば図１２（ｃ）に示す如く走査線方向及び信号線方向に２本
おきに非灯状態となるように間引きされて表示される。
【００４５】
さらに電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（２１０）し、電池残量の設定値３と
の比較（２１１）を行なう。電池残量が設定値３を超えて設定値２以下であると判定した
とき（２１２）は、再度、電池残量検出回路によりバッテリ電圧を検出（２１０）する。
このルーチンを繰り返す。そして電池残量が設定値３以下となったときに（２１２）、全
ての画素を非灯とする（２１３）。ディスプレイの表示は、図１２（ｄ）に示す如く表示
される。この段階までにユーザーは装置の停止操作を行なうこととなる。
【００４６】
本実施形態によれば第２、第３及び第４の実施形態と同様に電池残量の低下をユーザーに
段階的且つ容易に知らせることができ、最低限の操作性を確保しつつ、装置の使用時間の
延長を図ることができる。
【００４７】
第２～第５の実施形態においてはモノクロ表示有機ＥＬディスプレイの場合について説明
したが、部分的なエリアのみ表示するパーシャルモードと比較すると、全画面を表示する
という点において本実施形態のほうがユーザーに多くの画面情報を提供可能である。この
場合、漢字表示では文字の認識度が低下するので、ひらがな、カタカナ、アルファベット
、数字等の画数の少ない文字に限定した表示モードに切換えることが好ましい。
【００４８】
第１～第５の実施形態において間引いた画素は非灯としたが、輝度調整部によって発光輝
度を低下させて良いが、非灯とすることでバッテリの電池残量が少なくなった場合にその
後の駆動時間をより長くすることが可能である。
【００４９】
第２～第５の実施形態においてはモノクロ表示有機ＥＬディスプレイの場合について説明
したが、カラー表示有機ＥＬディスプレイにおいても、画素（ＲＧＢ）ごとに同様の間引
き方をすることで適用が可能であり、この場合においても、電池残量の低下をユーザーに
段階的且つ容易に知らせることができ、最低限の操作性を確保しつつ、装置の使用時間の
延長を図ることができる。
【００５０】
本実施形態においては電池残量の基準となる設定値を３個も受けた場合を述べたが、設定
値を４個以上設けてもよく、この場合はよりきめ細かな段階表示が可能となる。
【００５１】
【発明の効果】
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本発明に係る自発光型ディスプレイの駆動方法により、情報表示装置において突然電源を
オフとすることなく、電池残量に応じて段階的にユーザーに電池残量を把握させること及
び電池残量が少なくなった場合には省電力モード表示に切換えて消費電力を抑えて駆動時
間の延長をはかること、の２つを同時に達成することができる。
【００５２】
本発明では、点灯する画素を間引きすることでディスプレイパネルの消費電力を減少させ
るが、ＲＧＢの減色を行なう間引き方法、走査線若しくは信号線を所定本おきに間引く方
法を採用することで、電池残量の低下をユーザーに段階的且つ容易に知らせることができ
る。これによりユーザーに電源オフにしても良い状態に移行させる時間の余裕を与えるこ
とができる。またこのように段階的に表示画素を間引きすることによって、最低限の操作
性（内容表示）を確保しつつ、最大級の使用時間を確保できる。
【００５３】
ＲＧＢの減色を行なう間引き方法はカラーディスプレイに対応し、走査線若しくは信号線
を所定本おきに間引く方法はカラーディスプレイ、モノクロディスプレイのいずれにも対
応可能である。
【００５４】
さらに本発明に係るバッテリ駆動式情報表示装置により、前記間引き方法を動作すること
が可能となった。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係るバッテリ駆動式情報表示装置の一形態の要部の構成を示
すブロック図である。
【図２】駆動時間とバッテリ電圧との関係を概略的に示すグラフである。
【図３】第１の実施形態におけるディスプレイ表示動作制御のフローチャートである。
【図４】第１の実施形態における画素の間引き表示を段階的に示す概略図であり、（ａ）
はＲＧＢの間引き前の表示、（ｂ）（ｃ）は間引き表示、（ｄ）は画素の消灯時の表示を
それぞれ示す。
【図５】第２の実施形態におけるディスプレイ表示動作制御のフローチャートである。
【図６】第２の実施形態における画素の間引き表示を段階的に示す概略図であり、（ａ）
は間引き前の表示、（ｂ）（ｃ）は間引き表示、（ｄ）は画素の消灯時の表示をそれぞれ
示す。
【図７】第３の実施形態におけるディスプレイ表示動作制御のフローチャートである。
【図８】第３の実施形態における画素の間引き表示を段階的に示す概略図であり、（ａ）
は間引き前の表示、（ｂ）（ｃ）は間引き表示、（ｄ）は画素の消灯時の表示をそれぞれ
示す。
【図９】第４の実施形態におけるディスプレイ表示動作制御のフローチャートである。
【図１０】第４の実施形態における画素の間引き表示を段階的に示す概略図であり、（ａ
）は間引き前の表示、（ｂ）（ｃ）は間引き表示、（ｄ）は画素の消灯時の表示をそれぞ
れ示す。
【図１１】第５の実施形態におけるディスプレイ表示動作制御のフローチャートである。
【図１２】第５の実施形態における画素の間引き表示を段階的に示す概略図であり、（ａ
）は間引き前の表示、（ｂ）（ｃ）は間引き表示、（ｄ）は画素の消灯時の表示をそれぞ
れ示す。
【符号の説明】
10,陽極
11,陰極
101～ 120,ディスプレイ
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